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研究成果の概要（和文）：計算作業後の疲労回復では、スギ無垢材で内装を施した実験室では対照室に比べて疲労感の
回復が早く、木材の「見え」と「匂い」の相乗効果が示唆された。枕元にスギ材を設置したところ、設置なしの条件に
比べて主観評価による睡眠の質が向上した。スギ材の加工形状等による視覚影響では、単純縞パターンは視覚ストレス
とはなりにくいことが示唆された。木材の匂いによる脳の賦活化を近赤外法で評価し、本法による新たなヒトへの評価
法の可能性が示唆された。本研究では、スギ材のヒトに対するポジティブな影響は、心理的な効果（主観による知覚・
認識）を中心に穏やかな影響が観察され、視覚効果と相まってその効果が増強される場合も散見された。

研究成果の概要（英文）：Fatigue and total mood disturbance significantly decreased in indoor space provide
d the effect of the odor and appearance of cedar. Sleeping qualities were improved by sleeping with cedar 
panel. The regional cerebral blood flow (rCBF) in the prefrontal cortex were investigated after olfactory 
stimulation with several different types of woods and butyl rubber through functional near-infrared spectr
oscopy test. The increases of rCBF with stress responses were significantly observed only when the subject
s smelled plywood that released more formaldehyde than the other samples. No calming effect was induced by
 the smell of the pure wood materials. The positive effects of cedar timber on psychological and physiolog
ical factors in indoor environment might be moderate. In some cases, the effects were increased with visua
l effects. Further researches for clarifying the effective factors and environmental conditions will be ne
eded.
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１．研究開始当初の背景 
【居住環境における健康問題】 

1980 年代以降、シックハウス症候群や化
学物質過敏症などの居住環境に起因する疾
病が社会的に大きな問題となった。このよう
な問題に対処する方法の１つとして、これら
の疾病に関連する症状や、抑うつ、不安、不
眠等を呈する居住者の家屋において、無垢の
木材（特にスギ材）による内装仕上げを行っ
た後、施工者によって居住者の症状の改善が
観察されている。しかし、これらの変化が、
汚染除去によるものなのか、無垢の木材固有
の性質によるものなのか、その科学的検証は
十分なされていない。 
【森林保全における課題】 
近年、森林整備の遅れによって、間伐材の

8 割は未使用のまま林の中に放置されている。
間伐を促進し、森林を活性化し、水土や生態
系を保全するためには、間伐材を有効に活用
する技術や用途の開発が必要である。 
【スギ材による新しい機能の発見】 
近年、本研究の研究分担者である川井と辻
野らは、伐採された「木材」（特にスギ材）
に対して、二酸化窒素、ホルムアルデヒド、
オゾンなどの空気汚染物質に対する長期間
にわたる優れた浄化機能があることを発見
した。スギ材によるこの効果は、スギ心材の
木口面において卓越しており、そこには抽出
成分が多く含まれていることが明らかとな
っている。 
【木材の成分とヒトへの作用】 
木材の抽出成分である精油には，ストレス
症状を緩和する効果のあることが知られて
いる。また最近では、木材に含まれるセドロ
ールの吸入により、円滑な入眠や睡眠内容の
改善などの効果が確認されている。これらの
効果は、抽出成分を含む液体を室内に揮散あ
るいは枕に含浸させて確認したものであり、
伐採された木材を用いてその効果を確認し
た既往の研究報告はほとんど見あたらない。
近年、木材の内装仕上げにより、加算作業量
やストレス指標物質に変化を認めたとの報
告があるが、選択バイアスや測定バイアスに
おける課題が見受けられ、さらなる研究デザ
イン上の工夫が必要である。 
【これまでの研究】 
申請者らは、スギ材からの放散物による短
期的（30 分程度）な効果について、平成 21
年度に事前準備的な実験を住宅総合メーカ
ーの実験住宅で実施した。この実験住宅では、
施設運用面などから、環境条件が十分制御で
きなかったこともあるが、感情プロファイル
検査、ストレス、血圧、心拍変動を評価した
結果、ほとんどスギ材の効果は確認できなか
った。スギ材の効果を評価するためには、環
境条件を十分制御した実験室を用意し、さら
に長時間曝露での効果を確認する必要があ
る。 
 
 

２．研究の目的 
本研究は、このような背景を踏まえて、ス
ギ材に着目し、居住空間にスギ材を用いた場
合のヒトの心理的ならびに生理的な効果の
有無について検証する。特に、スギ材固有の
効果として、スギ材の外観によるヒトへの視
覚・心理効果や、スギ材からの放散物による
ヒトへの生理・心理効果に着目し、部屋の仕
様や環境条件をコントロールした実験室を
用いて、スギ材のどのような作用がヒトの心
理的や生理的な機能に影響を及ぼすか検証
する。 
 
３．研究の方法 
（１）スギ材内装環境室における作業負荷後
の疲労回復 
隣り合う2部屋の実験室をパーティション
で仕切り、出来上がった 4室のうちの 3室を
使用して実験を行った。Case 1 と Case 2 は
環境室で、Case 1 にはスギ材の壁面内装を施
し、被験者から確認できるようにした。Case1
とパーティションで仕切られた Case 2 は、
サーキュレーターによりCase1と空気の強制
循環があり、被験者位置からスギ材を確認で
きないようにした。Case 3 は、スギ材のない
対照室とした。 
被験者は、準備室で 30 分の計算作業を行
った後に、実験室に移動した。実験室には 60
分間滞在し、その間の心理・生理反応を観察
した。測定項目は、心理指標の POMS 短縮版
と疲労感、快適感などの主観評価、生理指標
の心拍、血圧、唾液アミラーゼ活性測定とし
た。また、実験室の空気質分析と、温湿度、
机上面照度、騒音の物理量測定を行った。男
性 8 名と女性 7 名の被験者（23±3.8 歳）を
3群に分け、クロスオーバー法を用いた。 
 
（２）スギ材による嗅覚負荷刺激時における
脳血流変化の計測 
近赤外分光分析計（NIRS）を用いて、スギ
材 2種類、ヒノキ、合板、ゴムを嗅覚刺激負
荷（10 秒間）した際の前頭葉の大脳皮質の脳
血流変化を計測した。被験者は、健康な大学
生 13 名（男性 7 名／女性 6 名，23.2±3.9 
歳）であった。被験者は座位で、負荷時は実
験者が被験者の鼻部に試料を近接させた。 
 
（３）スギ材による睡眠の質や入眠に与える
影響 
連続する 2 夜×3 回の計 6 夜、被験者自宅
で実験を実施した。1 夜目は全ていつも通り
の環境（設置なし）、2夜目は枕元にスギ無垢
材パネルの設置、スギ合板パネルの設置、設
置なしの 3 条件とした（パネルサイズ 240×
325×20mm）。被験者は 3回とも同一曜日に実
験に参加し、持ち越し効果による影響を排除
するため各回の終了後には1週間以上の回復
期間を設けた。被験者は関西に居住する健康
な大学生 14 名（男性 5 名、女性 9 名、21.4
±1.5 歳）を、3 群に分けてクロスオーバー



法で実施した。アクチグラフ、OSA 睡眠調査
票 MA 版、睡眠内容評価により睡眠内容を確
認するとともに、就寝前・起床後に POMS、室
内環境評価を実施した。 
 
（４）スギ材内装環境室における見えと心
理・視覚認知反応の評価 
スギ材の接地面積や木目形状（スリット形
状の有無）を変えて、アイマークレコーダー
で被験者の視線を追跡し、心理状態や疲労感
を評価した。また、幅 100mm のスリット材と
板目材を用いて、壁面に縦貼りや横貼り等の
配置を変えた場合の心理・視覚認知反応を評
価した。 
 
４．研究成果 
（１）スギ材内装環境室における作業負荷後
の疲労回復 
スギ材内装環境室では対照室と比べて作
業負荷後の疲労回復が早いことが示唆され
た。スギ材内装環境室では、スギ材から放散
されるセドロールやβ-オイデスモールが特
異的に検出された。これらの物質にはストレ
ス症状緩和効果等があることから、本実験に
おいて疲労回復効果をもたらした可能性が
考えられた。 
 
（２）スギ材による嗅覚負荷刺激時における
脳血流変化の計測 
近赤外分光法を用いて、大学生を対象に、
4 種類の木材、ゴム、試料提示なしの 6 条件
での前頭葉の大脳皮質の血流変化について
観察したところ、合板のみ血流量の有意な上
昇が認められた。 
デシケータ法で揮発成分の放散速度を測
定したところ、合板からはホルムアルデヒド
が特異的に放散されていた。合板では、この
ホルムアルデヒドの放散によって、嗅覚が敏
感に反応したと思われるが、スギ材からのア
ルデヒド類の放散速度は小さく、他の揮発性
有機化合物の放散速度も小さいことから、嗅
覚負荷時に脳血流量の増加はみられず、安定
した状態を保持していた。ただし、ヒノキで
は、アセトアルデヒドの放散速度が大きく、
脳血流量の上昇も観察されていた。 
今後、化学物質の種類と放散速度と前頭葉
の大脳皮質における脳血流量の変化や嗅覚
神経系の働きとの関係については、さらに研
究を進める必要がある。 
 
（３）スギ材による睡眠の質や入眠に与える
影響 
各条件における 1夜目と 2夜目の睡眠内容、
評価結果を比較したところ、アクチグラフに
よる睡眠指標は全ての条件で違いはみられ
なかった。しかし、OSA 睡眠調査票、睡眠総
合評価、POMS については、2夜目の結果が一
部において有意に高くなっており、スギスリ
ット材パネルを枕元に設置した場合（スギ設
置有り）と何も設置しない場合（スギ設置無

し）で比較した結果、スギ設置有りの場合で
は、睡眠の質が有意に改善されていることが
示唆された。 
スギスリット材からは、セドロールやβ－
オイデスモールが特異的に放散されている
ことが確認された。これらの物質にはストレ
ス緩和効果等があることから、本実験におい
て睡眠の質の改善に寄与した可能性が考え
られた。 
 
（４）スギ材内装環境室における見えと心
理・視覚認知反応の評価 
初年度に、スギ材の接地面積や木目形状
（スリット形状の有無）を変えて、アイマー
クレコーダーで被験者の視線を追跡し、心理
状態や疲労感を評価した。スリット材ではス
ギ材からの放散物が多くなるが、視覚的な不
快感やストレスが懸念されていた。しかしな
がら、視線の停留点解析や主観評価の結果か
ら、スリットによる単純縞パターンは、視覚
ストレスとはなりにくいことが示唆された。 
次年度は、幅 100mm のスリット材と板目材
を用いて、壁面に縦貼りや横貼り等の配置を
変えた場合の心理・視覚認知反応を評価した。
その結果、見た目の快適感は、目の高さに横
貼りされた板目材では、主観的には視覚スト
レスを与えにくいものと考えられた。初年度
の実験では、スリットによる単純稿パターン
は視覚ストレスとはなりにくいことが示唆
されたが、次年度の実験では、さらに配置に
よる効果を確認できた。 
 
一般の居住環境では、アレルギーを含めた
感受性の広い居住者が対象となるため、居住
者に対して強い生理的変化を伴うスギ材の
活用法は避けなければならないが、本研究で
は、スギ材のヒトに対するポジティブな影響
は、心理的な効果（主観による知覚・認識）
を中心に穏やかな影響が観察され、視覚効果
と相まってその効果が増強される場合も散
見された。今後は、感受性の違いや環境条件
をさらに検討した研究が必要である。 
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